
現在のWebインタフェースは、あらかじめ全ての動作をシステム側でデザインしなけ
れば動作しない。 本研究は、ユーザの目的に応じて情報検索インタフェースを動的・
対話的に生成する機構を開発している。 技術的検証が完了し、現在、教育支援システ
ムへの本技術の応用を進めている。 本技術はWebをベースとした検索システムや分
析システムなど、ユーザが自由に入力選択するようなシステムに有効である。

自由度のあるWebインターフェース
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情報・感性

Web技術の発展に伴い、インタラクティブ性の高いコンテンツが生み出される一方で、用いられるインタフ

ェースには大きな進化は無い。 また、Webインタフェースは基本的に提供側の意図で作成され、ユーザ側

にとって必ずしも使いやすいものとなっていない。 本研究では、ユーザ側に自由度と柔軟さを与える新し

いWebインタフェースの実現を目指している。
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※XML：文章やデータの意味や構造を記述するためのマークアップ言語



なし

将来的には、この機構にユーザの意図や嗜好などを考慮するような知的処理を組み合わせ
ることで、ユーザ個々の意図に適応できる新しいインタフェースの実現も期待できます。

技術単体としての製品化イメージは低いが、柔軟な操
作を必要とする高度な情報システムのWeb化に際して
本技術を利用することが可能である。

情報・データの種類・質に応じた知的処理。教育関連システムの開発・研究。情報可視化技術。Web技術応用。

これまでに、デザインの独立(CSS)、動的コンテンツ
(HTML5)、リアルタイム操作(Ajax)などが生み出さ
れてきた一方で、インタフェース技術は組込み型し
か存在しなかった。 これに対して本研究は、生成ル
ールやデータベース構成などをメタデータ化する
ことで、インタフェース生成をコンテンツから独立
させる新たなアプローチを生み出した。

自由度の高い検索システムも存在するが、それらは
仕様変更時にシステムレベルで大きな改修を要す
る組込み型である。 本研究の手法は、検索条件の数
や組合せをユーザが自由に選択可能で仕様変更に
も柔軟な動的生成型であり、このようなインタフェー
ス技術は前例が無い。

基礎研究　応用段階

情報・感性

Webアプリケーションとしての情報検索システム、情
報分析システム、情報可視化システムなどのインタ
フェースとして広く応用可能。

◆研究に関連した特許の出願、登録状況

◆製品化、事業化のイメージ

◆従来研究（技術）と比べての優位性

◆適応分野

◆研究のステージ

◆研究の新規性、独自性

◆研究（開発）に関連して、あるいはそれ以外に関われる業務

◆利用可能な設備、装置など

◆教員からのメッセージ
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